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領域移流拡散モデルによる 1914（大正 3）年桜島噴火を想定した火山灰拡散および
降灰予測
Tephra-Fall Predictions with the JMA Regional Atmospheric Transport Model for the
1914 Eruption at Sakurajima Volcano
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気象研究所では 2014年度から 5年計画で，大規模噴火を想定した気象庁領域移流拡散モデル（JMA-RATM）による予
測技術の研究を実施し，気象庁で運用している降灰予報の高度化に資することを計画している．今から 100年前の 1914
（大正 3）年 1月 12日に発生した桜島噴火（大正噴火）は，20世紀に国内で発生した最大規模の噴火であり，この噴火に
伴う降灰は東北地方まで確認された（長谷川，1914；大森，1916）．大規模噴火に対する現在の JMA-RATM の予測可能
性を調べるため，大正噴火を想定した火山灰拡散・降灰予測を行った．初期値の噴煙柱モデルは山科（1999），安井・他
（2006），井口（2014）などに基づき，噴煙の高度 3000～18000 m，噴火の継続時間 38時間で噴出物（火山灰・礫）の総
量 6×108 m3 を仮定した．気象場は 2013年 3月 28日以降の領域拡張された気象庁メソ数値予報モデルの解析値を入力
値として用い，季節ごとに噴火開始から 72時間先までの予測計算を実行した．この結果，火山灰の密度として軽石（1
g/cm3）を仮定した場合，桜島島内では風が弱いときは 1 m以上，東風の卓越する夏季では桜島西方の鹿児島市内で数 10
cm，南西風が卓越する場では大阪，名古屋，東京でも 1 mm～0.1 mmオーダーの降灰が予想され，火山灰は大正噴火と
同様に東北地方，さらに北海道まで移流・拡散する可能性が示された．
本発表では，桜島大正噴火を想定した火山灰拡散・降灰予測の結果を踏まえ，大規模噴火に対する現在の JMA-RATM

による予測可能性とその課題について報告する．
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